
1

ローカルファーストと
地域経済循環

2025年3月18日

株式会社 日本総合研究所 主席研究員

株式会社 日本政策投資銀行 地域企画部 特任顧問

Fact Finder & Structure Perceiver

事実発見＆構造把握業
 
  も た に

藻谷浩介 kosuke@motani.com



市場経済原理では改善できない
社会の４つの要素の循環再生不全

① ヒトの再生不全 ⊃ 少子化

② モノの循環再生不全
 ⊃ 地球環境問題

③ カネの循環不全
⊃ 個人の格差拡大、地域内経済循環の不全

④ 情報の循環再生不全
 ⊃ 現場情報の軽視、フェイク蔓延



① 半減以下
② 同水準
③ 倍増以上

90年（バブル最盛期）と、２３年（一昨年）を
比べると、日本の輸出額（ドル）は？

＠財務省 国際収支状況
ヒント:
① 輸出は「㈱日本の売上」の

ようなものです
② 輸出は日本で生産され、

税関を通って海外に売られ
た商品の額で、９９％が
(ハイテク)工業製品です

③ 海外移転した工場の売上
は、輸出に入らなくなります

×

×

どうする？の前に現実を把握せよ

日本の国際競争はどうなっている？



ドルで見た輸出額は高位安定
という事実を、誰も知らず語らないガラパゴス日本

最高水準

車は４分の１だけ。
主力はハイテクの
機械、部品､素材



ちなみに円なら輸出額は史上最高
という事実を、誰も知らず語らないガラパゴス日本

史上最高

車は４分の１だけ。
主力はハイテクの
機械、部品､素材



しかし輸入増で貿易赤字に転落
うち2割強が
化石燃料



① ８０年代： 日米貿易摩擦→日本叩き

② １９９2年： バブル崩壊→就職氷河期

③ ２００７年： 小泉改革→郵政民営化

④ 201１年： 民主党政権→東日本震災

⑤ 2013年： アベノミクス→異次元緩和

日米の経済力(１人当たり名目GDP-$）
に差がつき始めた転換点は？

＠IMF

×
×

×
×

「カネの循環不全」が損なう経済成長



異次元金緩和→円安で日本は凋落 
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この間にも進んだ、産業や
人口の東京一極集中は、
経済を成長させなかった

生産年齢人口
が減り始め、
消費者に回る
カネが減って、
経済が低迷

円安で
凋落



世界標準（ドルベース）で凋落する日本
ドルで見れば（＝世界から見れば）最盛期は野田政権時代

アベノミクスバブル 就職氷河期 ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ 震災

ＧＤＰを支えるのは、ロー
カルな経済循環と消費

個人消費の拡大/縮小と
ＧＤＰは完全に連動する



アベノミクスバブル 就職氷河期 ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ 震災

ＧＤＰと株価が逆の動きをする日本
「株価＞名目ＧＤＰならバブル」とのバフェット指数に注意！

大企業保有のドルが、円安
で見かけ膨れ上がっただけ



日本が経常収支赤字の相手は？
2０２３年(暦年)©財務省国際収支状況

① 対 米国
② 対 中国+香港

③ 対 インド
④ 対 台湾
⑤ 対 ドイツ
⑥ 対 イタリア
⑦ 対 スイス

国際競争に本当に強い国はどこか

ちなみに、化石燃料産出国
に対しては大赤字

対中東 △１０兆円

対豪州 △４兆円

対 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ+ﾏﾚｰｼｱ+
ﾍﾞﾄﾅﾑ+ﾌｨﾘﾋﾟﾝで△３兆円



日本が経常収支赤字の相手は？
2０２３年(暦年)©財務省国際収支状況

① 対 米国
② 対 中国+香港

③ 対 インド
④ 対 台湾
⑤ 対 ドイツ
⑥ 対 イタリア
⑦ 対 スイス

お得意様トップ
日本の黒字は
２１兆円/年 ☜ 黒字相手２位はオランダ ３.７兆円

３位はケイマン諸島 ２.７兆円

４位は韓国 ２.５兆円

お得意様第５号
日本の黒字は
２.５兆円/年

お得意様第７号
日本の黒字は
２.１兆円/年

お得意様第８号
日本の黒字は
１.９兆円/年

☜ 黒字相手６位は英国

お得意様第1０号
日本の黒字は
１.３兆円/年
日本が
常に
赤字
日本が
常に
赤字

薬品と手作り時計
☜ 最低月給が40万円以上

工業国相手だと、日本は、
機械･ハイテク部品･高機能素材

を売って､大黒字
☜ 黒字相手９位はシンガポール

薬品と手作り時計
☜ 最低月給が40万円以上

ブランド衣料品＋農産加工品
☜(パスタ､オリーブオイルなど）
最大都市圏ミラノが
神戸程度の大きさ

最大都市圏チューリッヒは
静岡程度の大きさ

総人口６千万人

総人口８百万人

国際競争に本当に強い国はどこか
日本は新興工業国や

米英独から儲け続けている。

他方でスイスやイタリア､フランス
やスペインには赤字。共通点は?
① 観光立国、手作りブランド立国

② 高い人件費、短い労働時間
③ 巨大都市がなく、農山漁村に

経済力、競争力がある
④ 低価格大量生産指向とは逆で

ローカルファースト
 



① 農業
② 電気
③ 漁業
④ 水道
⑤ 林業

しかし都会にお金が戻る仕組みが
地域の活性化を阻んでしまう

RESAS
地域経済循環マップ
生産分析 – 2018年
移輸出入収支額

＋69億円
＋12億円

＋６億円
＋２億円
+１億円

酪農で所得水準が大阪なみの（札幌より高い）北海道豊頃町
が、町外から稼いでいるお金－町外に払っているお金

合計９０億円
住民１人あたり
３１３万円/年



① ごみ処理
② 車輛代
③ 通信関係
④ 農機･資材
⑤ 商業
⑥ 食料品
⑦ 医療福祉

△４億円
△4億円
△9億円

△11億円
△1９億円
△25億円
△25億円

その他諸々含め
合計157億円

住民１人
あたり

535万円/年

住民一人
あたり

222万円の
赤字…

他所産の
大量生産
加工品を
大量消費

町内に消費の場がない豊頃町では
酪農で所得水準が大阪なみの（札幌より高い）北海道豊頃町

が、町外から稼いでいるお金－町外に払っているお金



① 木材加工
② 電気機器
③ 食品加工
④ 鉄鋼､ｾﾒﾝﾄ等
⑤ 運輸等
⑥ 農業
⑦ 林業

循環再生の先進例 岡山県真庭市の場合

RESAS 地域経済循環マップ 生産分析 – 2018年移輸出入収支額

＋239億円
＋130億円

＋81億円
＋７６億円
＋40億円
＋３３億円

＋4億円

市外から稼いでいるお金－市外に払っているお金

合計で､年
60３億円
市民１人
あたり

１３０万円



① 電気・ガス
② 医療福祉
③ 車+燃料
④ 金融不動産
⑤ 通信費
⑥ 商業
⑦ 機械･資材･ｺﾝｻﾙ

消費＋企業の外注でお金が流出

RESAS 地域経済循環マップ 生産分析 – 2018年移輸出入収支額

△19億円
△84億円
△８６億円

△102億円
△110億円
△190億円
△263億円

市外から稼いでいるお金－市外に払っているお金

その他も
入れて、年
１０４６億円

市民１人
あたり

２２５万円
☟

市民１人
あたり、年
９５万円の

赤字…

他所産の
大量生産
加工品を
大量消費

地場企業が都会
に事業を外注



① 20位台
② １０位台
③ 最大

行政界を超えて、通勤通学などで一体化した
都市圏の人口規模を単純比較すると…

×

×

東京は世界で何番目の大都市？



東京は人口も経済規模も世界最大



中国やASEANは一極集中ではない
競争力最強のシンガポールは、福岡と同規模



欧米はなおのこと一極集中ではない
都市圏規模１００位までには、ＧＡＦＡの拠点も
仏西以外の大陸欧州の都市も入っていない



しかしどうやっても日本の人口は減る。
人がまばらな田舎は消滅する…？



① オランダ
② 英国
③ イタリア
④ フランス
⑤ 米国

山地と湖沼を除いた面積（農地含む）で人口を割ると、
高知には東京の15分の１の600人しか住んでいない。

世界の国の中で、そんな高知と同じ密度感なのは…？

×

×

高知の可住地人口密度は世界だと？

×
590人
319人
295人
182人

55人× 高知の
1割未満

高知の
3割未満

高知の
半分

高知の
半分強

欧州一の
高密度



日本の大都市圏は 世界的に見れば

異常なレベルの人口“過密”地

ガラパゴス化した日本の大都市の
目線では、人のいない田舎とされる
が、世界的に見れば、たいへん人口

密度が高い地域。

極端な密集で住居費が高く、
子どもを持てず、出生率は下がる。

地震や水害があれば、被災者の数は
地方よりはるかに多くなる。

農林地がないので、物々交換や贈与が
不活発⇒お金に100％依存した生活に。

⇒老後の生活に大きな不安が。



“過疎”は自然資本の豊かな“適疎”
人口が半減しても、地方は“適密”地帯



高知県内の過疎地が非効率なら
先進国はどこも成り立たない…！



① 自分が「こうしたい」と強く考える
「未来の出来事」、「こうあって欲し
い」と願う未来の社会を、心に描く

② 手持ちの手段や、現実的なステップ
から、順を踏んで考えることはしない

③ そこで思い描いた未来から逆に振り
返って、そこに行くため何をするか、
何をしないか、を決めていく

④ 新たな事態が起きた場合も、未来
から振り返って、今の対応を決める

“バックキャスティング”で考える



① 戦後日本： 平和産業の技術力で
国際社会の中で名誉ある地位を得る

② 大谷翔平： 大リーグで二刀流をする
 イチロー： 野球の走攻守を極める
 松井秀喜： チームを世界一にする

③ 日本サッカー協会： ２０５０年までに
サッカーワールドカップで優勝する

④ 広島・長崎： 最後の被爆地になる
番外(藻谷)： ① 日本中・世界中を旅行できる仕事をする

 ② 少しでも多くの「事実」を知る立場になる 
 ③ 間違った選択をする組織や社会を減らす

“バックキャスティング”の実例
人口が減る日本では、

「量の利益」は剥げ落ちてゆく。
東京集中を強めて、その減少ペースを
緩めようというのは、袋小路への退却。

全国津々浦々に個性的な風土があって、
人流・物流・情報流のインフラが整う日本
では、「質の利益」の追求が、活路を開く。
「同じ」ものを「大量に」をあきらめて、
「違う」ものを「少しずつ、多種多様に」

「ローカルな価値」こそが「違い」
を生み、経済を変える。
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